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　　　　　　　　　　　　　　　化’學工業の趨勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　　橋　　武　tt雄

　　昭和13，14年頃のことである。ある合成ゴム工業に關する談話會の席上で，ドイツに新に起つたブタジェyを原科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　とする合成ゴム工業における原料プタジ土ンの製造法が種々論議されたことがある。當時もつぱらアセチレンを原料ど
　　　　　　　　ら
　して出獲する合成法が工業的に有利と一般に考えられ℃いたので，問題も自らそれに基づいて論談された。しかるに今
　　　　　　　　　の
　次大職申，年間約100萬tの合成ゴムを生産したアメリカにおいては，主としそ酒糟を原料として工業化されたごとが

　わかり，多くの人に意外に思われたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　またアムモニアの合成工業爾もつとも重要な原料である水素ガスは，從來かち屯つぼら水電解または石炭，コークスか

　らの水性ガスを原料としてつくられ，ほとんど世界各國，そのいずれかの方法にようている。しかるた終職後雑誌によ’

　つて見るとさらに康横な水素源がアメリカで工業的に利用されている。それは天然ガスまたば石油の熱分解によつて製、

　造される水素である。その學合同瞳に多量めアセチレソガスも得られる。アセチレンは今日主とレで力一バイトから？

　くられ，酷酸，アセトソ，無水醐駿，ブタノ・…ル，ボリビニル樹脂，合成ゴム等の製造原料として重要な工業源である。’

爆してアS’」カにおけ確素鵬蝶もアセチレソ系輝工業欄めて捌な地偉をmaした該上は化駐業にガ
、ける慮料資1の興喋ある推移の顯著な例であろう。

　　ドイシが降伏後われわれが知つた新しい，驚異的な化學工業として著名なものにいわゆるReppeの高墜アセチレジ
　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　’

≠業肺る・すなわちbUツ最大の化學蝶鰍工Gがアセチレソの曜下に拘げる購を利用して冶成ゴ源料
　であるブタジェソ・．tt合成繊維ナイロンの原樹であるアヂピと酸，倉威樹脂の原料であるアクヲル酸等あ新しい製造法を

轡霧しtF・聯アゼチレンは衡臨上で爆麹鱗麟るQ・・こ揮禰性脚・婦稀羅薗酵聯亭
　方吋以上の室隙をさけることなどによつて200氣歴のような高歴下でアセチレンを反懸さぜることを得るに至つたため

　である：　　．　　．　　　　　L　　　　　　　　　　　　髄・　’

　　さら，に職時中出現やた新化學工業として珪素樹脂工業をあげることができよう。すなわち珪素が淡素と化學的性質に

おいて近接ししたがつて表素系頒（有機物）にやて線こ珪素鮪機瀕がアメリカに沙て工業的に製造され、

　特異ρ合成潤滑油，合威樹脂，合成ゴムとして利用されるようになつた。

　　以上二つめ薪化學工業技徳は今次犬職申に生れた劃期的な屯ので向後の獲展に多大の期待がも養れる。

　　工業は絶えず進歩する。ことにその尖端をゆK〈化學工業の進歩は誠に躍進的となつてきたみわれわれは外國雑誌の毎

　號をひもとくごとに新しい研究とその成果に驚くことが少くない。さ玉やかな研究論文の獲表すら種々制約されている

やが國鞍の獄にSSべて鰍・＄・　・・鰯るレ・蓮いである・’（昭和2昨・月・2日〉．　　　：
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